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今夏、私は宮城県を旅行した際に「震災遺構 仙台

市立荒浜小学校」を訪問しました。ここは、2011 年３

月 11 日の東日本大震災により被災した校舎をそのま

ま保存し、震災に関する資料とともに公開されている

小学校です。 

震災当時、荒浜地区には約 800 世帯 2,200 人が暮ら

し、荒浜小学校には 91名の児童が通っていました。小

学校は海岸から 700m 離れた場所にありますが、津波は

地表から 4.6m（校舎２階の床上 40cm）まで到達しまし

た。児童・職員と地域住民、合わせて 320 名が校舎屋

上に避難し、地震発生から 27 時間後に避難者全員が無

事に救出されたとのことでした。 

ヘリコプターによる救出活動が行われた屋上から

は、700m 先にある海を見渡すことができました。まだ

雪の降る寒さの中、夕暮れに向かいあたりが暗くなっ

ていく中で、人も車も家も木々をも飲み込みながら襲

ってくる巨大津波。眼下は一面、濁った海と化し、孤立

した校舎・・・。校舎見学の中でみた映像やインタビュ

ーの言葉を振り返りながら、救助を待っていた人々に

思いを寄せると、想像を絶する不安や恐怖に胸が強く

締め付けられました。 

 近年、「減災」という言葉が用いられています。災害

はいつ、どこで起こるかわかりません。自然災害の発

生率が高い日本において自然災害の発生を防ぐことは

難しいため、災害は起きるという前提のもと「被害を

いかに軽減させるか」を目的にした取り組みです。外

出時に持っておくもの、自宅に用意しておくもの、災

害時の家族との連絡方法等々、日ごろから意識して行

動にうつすことが肝要です。 

東日本大震災後 10 年、津波の威力や脅威を学んだこ

とで、災害による不測の事態への備えと発生時の対応

が大切であることを改めて考えさせられた夏となりま

した。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和５年 10 月７日土曜日、今年度の中原特別支援
学校本校舎ＰＴＡ防災キャンプを実施しました。
今年度も本校グランドにて、「袋でこねて、くっつ
けて焼く竹（棒）パン」「バーベキューコンロで調
理体験」「子どもと一緒に体験、いろいろな火起こ
し体験」「新発見！アイラップ調理」「簡易トイレや
防災グッズの設置及び展示」といったプログラム
を準備し実施しました。 

定番となっている「竹パン」もあれば、新たに準
備した「火起こし体験」もあり、参加いただいたＰ
ＴＡ役員も含む保護者20家族 50名と職員17名の
ご協力のもと有意義な時間を過ごすことができま
した。 

以下、アンケートで寄せられたコメントを掲載
いたします。 

 

 

役員さん、先生方々の段取りも準備もしてい

ただいたおかげで、大変さが無く子供も楽し

く体験できました。最初からだと、もしもの

災害の際嫌な思い出しかなく、進んで行動し

ていかないと思います。最後まで楽しかった

です。テレビで何となく見てても、全然上手

くいかないので体験しておく事は大切なこと

だと学びました。でも一度だけではまだまだ

ですね、また、体験させて頂きたいと思いま

した。ありがとうございました。 

 
簡単に火起こしができることや、工夫して調理して

美味しくできることが分かり、参加できてよかった

と思います。子供もいつもの安心できる場所で好き

な調理ができて、笑顔で過ごすことができました。食

べ終えた後も、プレイルームを貸して頂いたことで、

最後まで充実した経験ができました。ありがとうご

ざいました。 

今回 2回目の参加です。前回は竹パンの生地がやわらかす

ぎて、うまく竹につかなかったのですが、今回は上手にま

くことが出来ました。しっかり焼けて、おいしかったです。

お米がたきあがるまでの時間は、火起こし体験やマシュマ

ロ、ウインナーを食べてたりと、子供たちがあきることな

く、上手に時間を使われていましたね。役員の皆様、よく

考えられています。 

竹パンは昨年と同様、楽しく

おいしくできて良かったで

す。バーベキューコンロで

は、マシュマロを焼いて、お

いしそうに食べていました。

初めての火起こしは、親も初

めてのやり方があったり、な

かなか火がつかなかったり

で楽しめました。ごはんがカ

チカチで食べるのに苦労し

ました。 

先生方と楽しそうに話して

いる子どもの姿も見れて良

かったです。 

竹パン作り→自分の体温で温め発酵させ、それを

竹に巻き付けて焼くそれが楽しかったそうです。 

お米を炊く、パン生地を発酵さ

せる時間が少し長いので、その

間に、焼きイモ、マシュマロ、ウ

インナーを焼いて食べたりする

事が出来て良かったと思いま

す。 

防災キャンプは3度目の参加です。

今回、火起こし体験がとても貴重

な、勉強になる体験だったと息子

（や家族）から聞きました。 

我が子は、一緒に体験することは

難しいのですが、参加できたこと

で楽しい時間を過ごせていた様子

でした。役員の方々、先生方がとて

もよくしていただいて、親子共々

安心して参加することが出来て大

変感謝しています。プレイランド

やシャボン玉など用意していただ

いてありがとうございました。 

いろいろな火起こし体験楽しかったで

す。アイラップ調理のコーンスープと

マシュマロ、おやつラーメンを食べて

おいしくて楽しかったです。防災グッ

ズの展示を次は使ったりしてみたいと

思いました。 

竹パンをおいしそうに食べていまし

た。偏食なので、クラッカーやラーメ

ンがあって助かりました。 

災害もいつおこるかわかりませんが、自分をどう守る

か、どう行動していけば、どう行動したら大丈夫な方へ

進めるのか、余裕があったら周りを見て手助けできるか

などの事は難しいでしょうか？災害があったらと考えた

ら、その時一緒にいるかと思うと怖いと思いました。 

親子で皆が参加して楽しめ、普段はあいさつを

交わすだけでしたが、お話ができたり、子供た

ちの様子も知ることができました。家族でも一

緒にやってみたいと思います。 

とても良い取り組みだと思

いましたので、多くの生徒

さん、保護者さんが参加で

きる方法はないかなと思い

ます。 

パン作りさせていただきました‼大変

おいしく、本人も食べることが出来

ました。天気もよくみんなで外で食

べることができ、よかったです。^_^ 

すべてのコーナーをじっくり見るこ

とはできませんでしたが、どれも防

災につながることをやっておられて

勉強になりましたし、なかなかこの

ような機会がありませんので、参加

させて頂いてよかったと思いまし

た！ありがとうございました。 

たこ焼きを作
りたいです。
カレーをつく
りたいです。 

プレイランドが利用できて

よかったです。焼きマシュ

マロやラーメンなど何がど

こにあるか分かりにくかっ

たので、机に紙を貼るなど

分かりやすくしてもらえる

とありがたいです。 

・今回の日程が良い…６ 
・10 月の秋休み中…２ 
・他の日程、場所…１ 
・今回でも昨年の 11 月でもよいと 
思います。暑くもなく寒くもない 
季節だと大丈夫と思います。 

 

１ 期日・時間について 

２ 内容について 

３ その他 

※事前の準備から当日の運営まで、ご

参加いただいた役員、教職員の皆様、誠

にありがとうございました。 



11 病棟と 13 病棟では、秋祭りを行いました。射的やも

ぐらたたきのゲームをしたり、盆踊りを踊ったりして、み

んなでワイワイ賑やかにお祭りを楽しみました。おみこし

には、一人ずつそれぞれが作った飾りを貼り付けました。 

12 病棟では、友達の誕生日を

祝った後、本校のあるみやき町

について勉強しました。特産品

についての〇×クイズに答えた

り、焼き物に触れたりすること

ができました。 

 

9 月 24 日に、初めて鳥栖田代分校単独での体育祭を開催しました。熱中症指数を計測しながらの開催となりま

したが、当日は気候にも恵まれ、爽やかな青空の下で「徒競走」「小学部デカパンリレー」「中学部一致団結～心

ひとつに～」「全校ダンス」の各種目に一生懸命取り組みました。 

保護者の皆様の応援をいただき、子どもたちの笑顔が光る、素敵な体育祭となりました。  

 

 輝け青春！～この一瞬を歴史に残せ～のスローガンのもと、各応援団長を中心に練習に励み、協力し、当日を

迎えることができました。天候にも恵まれ、前回は無観客だった体育祭に保護者さんや卒業生などの観客が帰っ

て来ました。赤団、白団に分かれ、応援合戦をはじめ、玉入れや綱引きなど熱戦が繰り広げられました。 

 全員で手分けして作成されたモザイクパネルは各団の活躍を後押ししてくれたものと思います。仲間を精一杯

応援すること。競争相手を労うこと。苦手なことも、仲間と一緒に乗り越えること。みんながいるからこそ自分

が輝き、成長することを感じた体育祭でした。 

大好きな「サチアレ」のダンスや玉入れを沢山練習し

て、体育祭の日を迎えました。この日を楽しみにしてい

た子ども達！張り切って、学年競技で跳び箱を跳んだ

り、ダンスを踊ったりして、頑張ることができました！ 

見に来て下さったご家族を何度も振り返ったりして、 

とても嬉しそうでした。 

体育祭では、人の多さに少し緊張する様子も見られましたが、応用走では

歩いたり、引っ張ったりして自分の力を発揮し、最後まで頑張ることができ

ました。頑張っている姿を見せることができて、嬉しい様子もありました。 

応用走では上手にバランス

を取りながら平均台を渡り、

玉入れではかごを狙って時間

いっぱい玉を投げ、ダンスで

はリズムに乗って笑顔で楽し

く踊りました。これまでの練

習の成果を発揮して、一番の

演技ができました。 

作業学習の時間に製作した製品を販売しました。生徒たちは、事前に接

客・販売の仕方について学習しました。この日は、生徒一人ひとりが役割を

果たしながら販売することができました。販売会に足をお運びくださった

方々、ご協力ありがとうございました。 

 

本校舎 PTA からの 

「お知らせ」と「お願い」 

〇令和５年度 本校舎ＰＴＡバルーン係留体験搭乗参加者募集中！！ 
※締切は１１月１７日（金）です。 

〇使わなくなった制服等の提供のお願い。 
※担任、ＰＴＡ担当（久木原）、事務室のいずれかへお渡しください。 

 

 


